
第
31
回
作
品
展 

今
年
も
実
開
催

＝
出
展
者
79
名　

出
展
数
１
０
９
点

�

来
場
者
１
８
３
名　

来
場
者
数
は
大
幅
増
加
！
＝

第
31
回
作
品
展
を
、
昨
年
に
引
き
続

き
Ｊ
Ｔ
Ｂ
本
社
天
王
洲
ビ
ル
に
て
開
催

し
ま
し
た
。
書
道
を
は
じ
め
各
同
好
会
、

お
よ
び
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

出
展
者
数
は
昨
年
度
よ
り
は
若
干
増

え
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１

９
年
度
に
ま
だ
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

作
品
は
、
会
員
の
趣
味
の
広
さ
と
レ

ベ
ル
の
高
さ
を
十
二
分
に
表
わ
し
て
お

り
、
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
多
さ
は
、

来
場
者
の
興
味
を
引
き
、
話
題
に
上
る

作
品
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
写
真
部
門
で
は
、
久
し
ぶ
り
に

講
評
者
の
方
を
お
願
い
し
、
写
真
家
の

御
堂
義
乘
先
生
よ
り
講
評
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
展
者
の
熱

心
に
聞
き
入
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

来
場
者
は
、
最
終
的
に
昨
年
を
上
回

る
１
８
３
名
と
な
り
、
会
員
に
と
ど
ま

ら
ず
、
現
役
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
社
員

の
皆
さ
ん
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
宣
伝
告
知
に
は
、
改

善
と
知
恵
を
絞
る
余
地
が
あ
る
よ
う
で
、

来
年
以
降
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

今
後
も
会
員
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
こ
の
作
品
展
を
さ
ら
に
充
実

し
た
も
の
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
今
年
も
昨
年
同
様
、
関
東
支

部
Ｈ
Ｐ
「
会
員
の
広
場
＝
第
31
回
作
品

展
報
告
」
に
出
展
作
品
を
全
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
出
展
者
（
あ
い
う
え
お
順
・
敬
称
略
）

【
絵
画
】　　

	

赤
尾
杉
孝
三	

上
村
康
夫	

四
方
陽
子	

髙
井
和
子	

高
橋　

毅	

多
賀
谷
恵
三	

中
根
三
郎	

新
倉
武
一	

橋
本
恵
美
子	

松
本
よ
し
子	

矢
代
秀
雄	

安
田　

彰

【
書
】　　
　

	

大
沼
一
夫	

鈴
木
美
枝	

平
山
正
徑	
松
本
敏
代	

水
口
尊
江	

安
武
清
信	
吉
田
和
子	

加
藤
不
二
男	

久
留
和
子	
杉
田
慎
子	

田
中
君
子	

成
田
容
子	

松
井
慶
子	

森
田
真
弓	

磯
野　

茂	

川
口
葉
子	
行
木
恵
子	

田
村
邦
夫	

松
田
正
美	
安
田　

彰

【
写
真
】　　

	

石
川
茂
美	

金
政
初
美	

栗
林
泰
夫	

小
林
哲
二	

斎
藤
百
代	

杉　
　

孝	

杉
田
成
次	

鈴
木
憲
治	

須
藤　

稔	

田
辺　

弘	

船
塚
和
雄	

本
名
義
光	

森
本
喜
美
子	

栁
田
満
一	

和
田
重
幸

【
陶
芸
】　　

	

安
西
美
津
子	

猪
野
博
子	

長
戸
敬
子

【
書
籍
】　　

	

勝
岡　

只	

花
田
欣
也

【
手
工
芸
】　	

中
島
里
江	

長
戸
敬
子

【
盆
栽
】　　

	

中
村
卓
司

【
そ
の
他
・
写
真
ア
ル
バ
ム
な
ど
】	

椎
名
伸
子	

須
藤　

稔	

中
島
健
而	

和
田
重
幸

【
俳
句
】　　

	

増
田　

信	

鷲
澤
典
子

【
俳
句
（
皐
月
会
）】　　
　

	

大
庭
英
雄	

高
宮
澄
子	

田
中
君
子	

富
岡
遊
生	

行
川
春
枝	

森
木
茂
子	

吉
田
勝
彦

【
川
柳
（
や
ぐ
る
ま
）】　　

	

荒
井
春
雄	

岡
田
秀
雄	

竹
田
圭
子	

手
塚　

実	

長
谷
川
政
榮	

丸
木
正
登	

横
山
信
之

【
家
庭
菜
園
】	

井
上　

肇	

岡
部
禎
之	

寺
門　

忍	

中
島
健
而

２
０
２
３
年
度

新
入
会
員
歓
迎
昼
食
会
を
開
催

昨
年
度
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
新

入
会
員
を
歓
迎
す
る
催
し
を
開
催
し
ま

し
た
が
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
に
よ
り
会
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
和
気
藹

藹
の
昼
食
会
で
は
、
新
入
会
員
と
支
部

理
事
・
地
区
倶
楽
部
役
員
と
の
懇
親
が

図
ら
れ
ま
し
た
。
大
変
好
評
で
し
た
の

で
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、
第
２
回
の

開
催
を
決
定
し
ま
し
た
。

当
日
は
昨
年
同
様
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
昼
食
会
と
し
ま
す
が
、
こ
れ

を
機
に
、
新
入
会
員
の
皆
さ
ん
に
も
、

せ
っ
か
く
入
会
さ
れ
た
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
を
有

意
義
に
ご
活
用
く
だ
さ
る
よ
う
、
願
っ

て
お
り
ま
す
。

期
日　

１
月
24
日
㈬

　
　
　

11
時
～
13
時
30
分

会
場　

東
天
紅
上
野
本
店

会
費　

２
０
０
０
円　

交
通
費
支
給

対
象
は
、
一
昨
年
４
月
お
よ
び
今
年

１
月
～
９
月
入
会
の
方
と
し
、
案
内
状

は
既
に
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。
後
日
、

欠
席
の
方
に
も
、
当
日
参
加
者
に
お
渡

し
し
た
資
料
を
お
送
り
し
ま
す
。

11月７日㈫～
11月10日㈮

参
加
者
募
集
一
覧�

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
。

実
施
日

内

容

主　

催

12
月

12
日
㈫

と
き
わ
路
倶
楽
部
忘
年
懇
親
会

と
き
わ
路

１
月

７
日
㈰
『
史
跡
巡
り
シ
リ
ー
ズ
』
雑
司
が
谷
七
福
神
巡
り

東
京
２
３

11
日
㈭

常
磐
倶
楽
部
新
年
会

常　

磐

16
日
㈫

京
葉
倶
楽
部
30
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

京　

葉

18
日
㈭

さ
き
た
ま
倶
楽
部　

新
年
の
集
い

さ
き
た
ま

25
日
㈭

湘
南
倶
楽
部
創
立
30
周
年
記
念
新
年
会

湘　

南

29
日
㈪

武
蔵
野
倶
楽
部　

新
春
顔
見
せ
会

武
蔵
野

30
日
㈫

武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
参
拝

さ
き
た
ま

写真の講評に聞き入る出展者の皆さん
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参
加
者
募
集

お
申
し
込
み
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ

︵
所
属
倶
楽
部
名
・
年
齢
要
︶

常
磐
倶
楽
部
新
年
会

今
年
度
の
新
年
会
開
催
が
決
定
し
ま

し
た
。
昨
年
、
20
周
年
記
念
新
年
会
に

ご
参
加
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
年
も
例
年
ど
お
り
開
催

し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
方
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

期
日　

１
月
11
日
㈭　

12
時
開
宴

会
場　

ザ
・
ク
レ
ス
ト
ホ
テ
ル
柏

会
費　

９
０
０
０
円

取
消　

１
月
６
日
㈯
～　

取
消
料
発
生

主
催　

常
磐
倶
楽
部

担
当　

村
松　

勝
己

�

☎
０
９
０
（
４
８
１
７
）
８
９
１
０

＊
常
磐
倶
楽
部
会
員
の
方
に
は
「
出
欠

連
絡
ハ
ガ
キ
」
を
同
封
し
ま
す
。
出
欠

に
か
か
わ
ら
ず
、
12
月
25
日
㈪
ま
で
に

ご
投
函
く
だ
さ
い
。
他
倶
楽
部
の
方
は

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
ま
た
は
担
当
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

さ
き
た
ま
倶
楽
部　

新
年
の
集
い

光
陰
矢
の
如
し
、
今
年
も
新
年
会
の

ご
案
内
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

前
回
初
め
て
利
用
し
た
会
場
を
今
回
も

利
用
し
ま
す
。
長
年
立
食
形
式
で
し
た

が
、
今
回
は
着
席
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
で
実
施

し
ま
す
。
仲
間
と
集
い
、
大
い
に
語
り

合
い
、
親
睦
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期
日　

１
月
18
日
㈭　

12
時
開
宴

会
場　

ス
テ
ラ
・
デ
ル
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ

�

☎
０
４
８
（
８
４
０
）
２
２
２
２

�

埼
京
線
北
与
野
駅
南
口
徒
歩
２
分

会
費　

７
５
０
０
円

主
催　

さ
き
た
ま
倶
楽
部

担
当　

会
田
三
重
子

�

☎
０
４
８
（
７
５
７
）
４
９
３
０

＊
さ
き
た
ま
倶
楽
部
会
員
の
方
に
は
、

「
出
欠
連
絡
ハ
ガ
キ
」
を
同
封
し
ま
す
。

出
欠
に
か
か
わ
ら
ず
12
月
25
日
㈪
必
着

で
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

武
蔵
野
倶
楽
部　

新
春
顔
見
せ
会　

毎
年
恒
例
の
新
春
顔
見
せ
会
（
昼
食

会
）
を
開
催
し
ま
す
。
大
い
に
食
し
、

語
ら
い
、
令
和
６
年
の
新
春
を
寿
ぎ
ま

し
ょ
う
。
し
ば
ら
く
ぶ
り
の
方
も
、
他

倶
楽
部
の
方
も
、
ご
友
人
と
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

１
月
29
日
㈪ 

集
合　

�
Ｊ
Ｒ
立
川
駅
み
ど
り
の
窓
口
前

12
時

会
場　

�

が
ん
こ
立
川
店�
	

Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
８
階

会
費　

６
０
０
０
円
（
飲
み
物
込
）

締
切　

１
月
20
日
㈯

主
催　

武
蔵
野
倶
楽
部

担
当　

小
川　

元　

�

☎
０
９
０
（
２
４
８
５
）
９
４
６
９

武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
参
拝

２
千
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
大
い
な

る
宮み

や

居い

と
し
て
、
大
宮
と
い
う
地
名
の

由
来
と
も
な
っ
た
国
内
指
折
り
の
古
社
。

権
禰
宜
さ
ん
の
案
内
で
正
式
参
拝
し
ま

し
ょ
う
。

期
日　

１
月
30
日
㈫

集
合　

�

Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
東
口
中
央
改
札

　
　
　

10
時　
　
　

行
程　

�

大
宮
駅
🚶
氷
川
参
道
散
策
🚶
氷

川
神
社
参
拝
🚶
大
村
庵（
昼
食
）

昼
食
後
解
散

　
　

＊�

盆
栽
村
希
望
の
方
は
昼
食
後
に

ご
案
内
し
ま
す
。
徒
歩
20
分
程
。

定
員　

15
名

会
費　

�

４
５
０
０
円
（
玉
串
料
・
昼
食
・

飲
み
物
・
保
険
込
）

締
切　

１
月
23
日
㈫

取
消　

１
月
28
日
㈰
～　

１
０
０
０
円

主
催　

さ
き
た
ま
倶
楽
部

担
当　

長
戸　

敬
子　

�

☎
０
９
０
（
６
７
９
５
）
１
２
３
３

　
　
　

針
谷
美
貴
江

�

☎
０
９
０
（
３
９
１
８
）
４
１
８
３

『
史
跡
巡
り
シ
リ
ー
ズ
』

�

雑
司
が
谷
七
福
神
巡
り
（
再
募
集
）

当
倶
楽
部
の
正
月
恒
例
「
七
福
神
巡

り
」
の
再
募
集
で
す
。
今
回
は
歴
史
と

文
化
の
街
、
雑
司
が
谷
。
詳
細
は
支
部

だ
よ
り
11
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
日　

１
月
７
日
㈰

集
合　

東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線

　
　
　

雑
司
が
谷
駅
出
口
１
番　

10
時

会
費　

４
０
０
０
円
（
昼
食
・
保
険
込
）

主
催　

東
京
２
３
倶
楽
部

担
当　

杉
田　

成
次

�

☎
０
９
０
（
５
８
０
７
）
６
２
２
０

倶
楽
部
だ
よ
り

な
ん
た
い
倶
楽
部

龍
王
峡
ハ
イ
キ
ン
グ
（
報
告
）

10
月
４
日
、
朝
か
ら
の
雨
で
本
当
に

行
く
の
？
と
の
疑
問
チ
ラ
ホ
ラ
の
中
、

や
っ
と
色
づ
き
始
め
た
紅
葉
の
龍
王
峡

へ
14
名
（
内
現
地
参
加
１
名
）
で
、
当

日
一
人
の
欠
席
も
な
く
出
発
し
ま
し
た
。

鬼
怒
川
、
川
治
随
一
の
景
勝
地
、
龍

王
峡
は
、
壮
大
な
岩
の
彫
刻
美
と
周
辺

の
木
々
の
紅
葉
が
楽
し
め
ま
す
が
、
あ

い
に
く
一
日
中
降
り
続
い
た
雨
で
足
場

も
悪
く
、
景
色
を
見
る
ど
こ
ろ
で
は
な

く
、
加
え
て
、
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
、

猛
暑
と
鹿
の
増
殖
の
影
響
で
大
量
発
生

し
た
ヤ
マ
ビ
ル
の
被
害
に
遭
い
ま
し
た

（
後
日
談
で
す
が
、ヒ
ル
は
血
液
サ
ラ
サ

ラ
の
研
究
に
役
立
っ
て
い
て
害
ば
か
り

で
は
な
い
と
の
こ
と
）。
で
も
、水
量
豊

富
な
多
く
の
滝
は
見
応
え
あ
り
、
途
中

立
ち
寄
っ
た
「
鬼
怒
川
公
園
岩
風
呂
」

は
い
い
お
湯
で
し
た
。

怪
我
も
な
く
、
騒
ぎ
な
が
ら
の
充
実

し
た
一
日
で
し
た
。�

（
船
山　

記
）

東
京
２
３
倶
楽
部

『
史
跡
巡
り
シ
リ
ー
ズ
』

�

東
京
十
社
巡
り
（
第
２
回
）（
報
告
）

10
月
４
日
、
朝
か
ら
の
小
雨
も
上
が

り
、参
加
者
26
名
（
第
１
回
よ
り
多
数
）

が
亀
戸
駅
か
ら
亀
戸
天
神
社
に
向
か
い

参
拝
。
学
問
の
神
様
、
菅
原
道
真
公
を

祀
り
、
関
東
天
神
信
仰
の
中
枢
を
占
め

て
い
る
。

次
は
門
前
仲
町
の
富
岡
八
幡
宮
へ
。

東
京
最
大
の
八
幡
様
で
『
深
川
の
八
幡

様
』
と
親
し
ま
れ
て
い
る
。
参
拝
後
、

近
く
の
「
深
川
宿
」
で
、
名
物
の
深
川

め
し
の
ぶ
っ
か
け
飯
と
炊
き
込
み
ご
飯

の
昼
食
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
満
腹
に
。

昼
食
後
は
芝
大
神
宮
へ
。
古
く
は
芝

明
神
と
称
し
た
が
、
明
治
５
年
官
許
さ

れ
、
芝
大
神
宮
に
改
称
さ
れ
た
。
続
い

て
品
川
神
社
へ
。
源
頼
朝
が
海
上
交
通

の
安
全
と
祈
願
成
就
の
守
護
神
と
し
た

の
に
始
ま
り
、
江
戸
期
は
東
海
道
品
川

宿
の
鎮
守
で
も
あ
っ
た
。
疲
れ
も
ピ
ー

ク
だ
っ
た
が
、
最
後
は
日
枝
神
社
へ
。

鎌
倉
時
代
に
江
戸
氏
が
山
王
宮
を
祀
り
、

さ
ら
に
太
田
道
灌
が
川
越
か
ら
江
戸
城

内
に
山
王
社
を
勧
請
し
て
今
に
至
る
。

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
募
集
一
覧�

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
の
各
倶
楽
部
主
催
ゴ
ル
フ（
募
集
）参
照
。

開
催
日

コ
ン
ペ
名

場　

所

主　

催

12
月

20
日
㈬
第
１
４
４
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
Ｃ
Ｃ
な
ん
た
い

1
月

12
日
㈮
第
１
２
２
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

ス
パ
＆
ゴ
ル
フ
リ
ゾ
ー
ト

久
慈

と
き
わ
路

17
日
㈬
第
１
４
５
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ
レ
イ
ク
ラ
ン
ド
Ｃ
Ｃ

な
ん
た
い

亀戸天神にて
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電
車
の
乗
り
継
ぎ
が
多
く
て
心
配
し

た
が
、
皆
様
の
ご
協
力
で
事
故
も
な
く

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

�

（
森　

記
）

京

葉

倶

楽

部

小
江
戸
三
選
の
一
つ　

古
い
町
並
み
佐
原
を
訪
ね
て
（
報
告
）

10
月
17
日
、
秋
晴
れ
の
天
候
に
恵
ま

れ
、
佐
原
駅
を
出
発
。
佐
原
は
江
戸
時

代
に
水
運
で
商
人
の
町
と
し
て
栄
え
た

地
で
、
品
川
宿
と
同
じ
人
口
５
千
人
の

「
北
総
の
小
江
戸
」
と
呼
ば
れ
、
今
も

な
お
江
戸
時
代
の
情
緒
た
っ
ぷ
り
な
古

い
町
並
み
が
残
っ
て
い
る
。

昔
な
が
ら
の
建
物
が
川
沿
い
に
残
る

小
野
川
を
小
舟
で
巡
り
、
東
薫
酒
造
で

試
飲
を
楽
し
み
、
佐
原
町
並
み
交
流
館

の
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
古
い
商
家
を

見
な
が
ら
伊
能
忠
敬
旧
宅
訪
問
、
小
野

川
に
架
か
る
樋
橋（
ジ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
橋
）

で
記
念
撮
影
（
残
念
な
が
ら
３
人
が
写

っ
て
ま
せ
ん
）
の
後
、
天
保
３
年
（
１

８
３
２
年
）
創
業
の
「
麻
生
屋
」
本
橋

元
店
で
鰻
重
を
食
べ
、
皆
さ
ん
ご
満
悦

の
佐
原
散
策
で
し
た
。�

（
山
崎　

記
）

に
い
が
た
倶
楽
部

来
賓
室
で
楽
し
む
競
馬
観
戦
（
報
告
）

10
月
28
日
、
あ
い
に
く
の
雨
で
稍や

や

重お
も

馬
場
の
新
潟
競
馬
場
に
15
名
が
集
合
、

通
算
５
回
目
の
競
馬
観
戦
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
回
は
ア
イ
ビ
ス
ス
タ
ン
ド
の

来
賓
室
を
利
用
し
、
以
前
と
は
異
な
る

雰
囲
気
で
、
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
、
ま
た

室
内
の
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
か
ら
、
大
声
援

の
観
戦
と
な
り
ま
し
た
。

昼
食
は
お
馴
染
み
の
料
亭
「
一
〆
」

の
お
弁
当
を
堪
能
。
午
後
か
ら
は
さ
ら

に
プ
ラ
ス
を
目
指
す
人
や
マ
イ
ナ
ス
の

挽
回
を
図
る
人
等
各
自
が
楽
し
く
過
ご

し
、
三
々
五
々
に
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
高
橋　

記
）

さ
き
た
ま
倶
楽
部

秩
父
札
所
巡
り
（
第
３
回
）（
報
告
）

10
月
18
日
、
酷
暑
で
厳
し
か
っ
た
夏

も
過
ぎ
去
り
、
爽
や
か
な
秋
空
の
下
で

の
札
所
巡
り
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
熊
谷
か
ら
の
９
名
と
御
花
畑
か
ら
の

４
名
で
総
勢
13
名
で
す
。

午
前
中
は
、
目
に
ご
利
益
の
あ
る
⑬

慈
眼
寺
か
ら
、
回
廊
堂
が
見
所
の
⑯
西

光
寺
ま
で
の
４
箇
寺
。
昼
食
は
「
手
打

ち
そ
ば
や
な
ぎ
や
」
で
天
も
り
そ
ば
を

コ
ク
の
あ
る
く
る
み
汁
で
い
た
だ
き
、

し
ゃ
く
し
菜
の
漬
物
も
美
味
し
く
皆
満

足
。
壁
に
は
秩
父
で
有
名
な
三
宅
義
信

や
林
家
た
い
平
の
色
紙
が
飾
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
午
後
は
、
百
観
音
の
本
尊
が

浮
き
彫
り
さ
れ
て
い
る
梵
鐘
で
知
ら
れ

る
⑰
定
林
寺
か
ら
、
火
除
け
観
音
で
有

名
な
㉑
観
音
寺
ま
で
の
５
箇
寺
を
巡
り

ま
し
た
。

秩
父
駅
に
着
い
た
時
は
皆
紳
士
淑
女

の
面
持
ち
で
し
た
。�

（
清
水　

記
）

北
関
東
倶
楽
部

小
江
戸
と
ち
ぎ
蔵
の
街
巡
り

�

「
蔵
の
街
栃
木
市
再
発
見
」（
報
告
）

10
月
25
日
、
秋
晴
れ
の
下
、
他
倶
楽

部
の
５
名
を
加
え
総
勢
20
名
が
栃
木
駅

に
集
合
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん

の
案
内
で
「
蔵
の
街
栃
木
市
」
再
発
見

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
蔵
の
街
遊
覧
船
で
巴う

ず
ま波
川
か

ら
見
え
る
両
岸
の
風
情
を
楽
し
み
、
材

木
問
屋
の
豪
商
だ
っ
た
塚
田
歴
史
伝
説

館
を
見
学
し
ま
し
た
。

昼
食
は
、
地
の
食
材
を
生
か
し
た
江

戸
料
理
を
い
た
だ
き
、
大
好
評
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
マ
ル
チ
映
像
で
「
と

ち
ぎ
秋
ま
つ
り
」
を
再
現
し
て
い
る
山

車
会
館
と
、
明
治
の
麻
問
屋
の
豪
商
、

横
山
郷
土
館
を
見
学
。
最
後
に
、
栃
木

市
立
文
学
館
・
美
術
館
で
、
喜
多
川
歌

麿
な
ど
の
作
品
を
鑑
賞
し
た
り
、
企
画

展
等
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
蔵
の
街
栃
木
市
」
は
、
駅
か
ら
徒

歩
30
分
圏
内
に
多
く
の
重
要
な
歴
史
的

建
造
物
が
あ
り
、
四
季
折
々
の
風
情
や

味
覚
を
気
軽
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

「
街
」
で
す
。�

（
今
井

（秀）　

記
）

同
好
会
だ
よ
り

ス
キ
ー
好
き
ー
ク
ラ
ブ

志
賀
高
原
ス
キ
ー
の
お
誘
い
（
募
集
）

焼
額
山
・
一
の
瀬
ス
キ
ー
場
を
中
心

に
広
大
な
エ
リ
ア
を
滑
り
ま
す
。
素
晴

ら
し
い
ゲ
レ
ン
デ
、
霧
氷
、
北
信
五
岳

や
北
ア
ル
プ
ス
の
眺
望
な
ど
白
銀
の
世

界
！　

今
回
は
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
を
堪
能
。

期
日　

１
月
28
日
㈰
～
31
日
㈬

　
　
　
（
３
泊
４
日
）　

現
地
集
合

宿
泊　

�

志
賀
高
原
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

西
館
フ
ァ
ミ
リ
ー
ル
ー
ム

会
費　

�

１
３
４
０
０
円
×
３
泊
（
朝
夕

食
付
・
１
室
３
名
利
用
）

　
　

＊�

２
名
利
用
１
泊
１
６
０
５
０
円

担
当　

片
山　

郁
夫
（
世
話
人
）

�

☎
０
３
（
３
９
０
９
）
２
６
３
３

�

☎
０
９
０
（
５
５
５
３
）
７
０
７
４

✉fukuiku323@
silk.plala.or.jp

テ
ニ
ス
同
好
会

強
化
合
宿
・

�

第
11
回
関
東
テ
ニ
ス
大
会
（
報
告
）

10
月
27
日
～
28
日
、
15
名
が
参
加
し
、

那
須
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
に
て
実
施
。

初
日
は
秋
晴
れ
の
青
天
に
恵
ま
れ
、

基
本
練
習
、
ダ
ブ
ル
ス
リ
ー
グ
戦
30
試

合
・
シ
ン
グ
ル
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
17

試
合
を
、
ほ
と
ん
ど
休
み
な
し
で
消
化

し
ま
し
た
。
全
員
ク
タ
ク
タ
の
一
日
で

し
た
。
２
日
目
は
朝
か
ら
の
雨
で
し
た

が
、
イ
ン
ド
ア
コ
ー
ト
が
利
用
で
き
、

い
つ
も
の
練
習
と
グ
ル
ー
プ
分
け
の
練

樋橋（ジャージャー橋）にて

18番札所神門寺にて

蔵の街遊覧船待合処にて
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習
試
合
を
た
っ
ぷ
り
行
い
、
充
実
し
た

強
化
合
宿
に
な
り
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

〈
ダ
ブ
ル
ス
〉

優　

勝　

水
島
邦
男
・
九
郷
臣
二
組

準
優
勝　

宮
本　

勲
・
内
山
登
喜
子
組

３　

位　

大
伴
哲
夫
・
星
野
マ
チ
子
組

〈
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優　

勝　

大
伴
哲
夫

準
優
勝　

九
郷
臣
二

３　

位　

宮
本　

勲

�

（
宮
本　

記
）

皐
月
会
（
俳
句
）

10
月
の
互
選
句

10
月
の
兼
題
は
「
秋
晴
れ
・
自
由
」

云
わ
れ
て
も
急
げ
ぬ
体
秋
日
和

�

高
宮　

澄
子

秋
晴
れ
や
ひ
と
り
寡
黙
の
三
連
休

�

森
木　

茂
子

茅
葺
き
に
羽
を
休
め
る
蜻
蛉
か
な

�

吉
田　

勝
彦

秋
晴
れ
に
お
に
ぎ
り
二
つ
握
る
朝

�

田
中　

君
子

山
の
端
の
や
が
て
消
え
ゆ
く
秋
の
暮

�

大
庭　

英
雄

月
明
か
り
あ
ら
れ
こ
ぼ
し
の
京
の
庭

�

行
川　

春
枝

閻
魔
堂
木
の
実
転
が
す
杖
の
先

�

富
岡　

遊
生

や
ぐ
る
ま（
川
柳
会
）

10
月
の
互
選
句

10
月
の
題
は
「
風
」

絵
は
が
き
に
な
か
っ
た
風
に
肌
で
ふ
れ

�

手
塚　
　

実

聞
こ
え
来
る
風
の
便
り
は
訃
報
だ
け

�

岡
田　

秀
雄

風
鈴
が
昼
寝
し
た
ら
と
鳴
い
て
い
る

�

横
山　

信
之

新
風
が
マ
ン
ネ
リ
を
打
破
心
地
良
い

�

竹
田　

圭
子

台
本
の
無
い
晩
年
の
風
ま
か
せ

�

長
谷
川
政
榮

千
の
風
に
守
ら
れ
な
が
ら
一
人
旅

�

丸
木　

正
登

気
に
な
る
は
物
を
大
事
に
せ
ぬ
風
潮

�

荒
井　

春
雄

�

（
手
塚　

記
）

菊

の

会

残
念
！　

こ
の
酷
暑
に
負
け
る

コ
ロ
ナ
前
ま
で
は
、
菊
花
は
10
月
下

旬
か
ら
11
月
中
旬
頃
に
は
、
手
を
開
い

た
程
の
大
き
さ
に
な
っ
て
い
る
の
が
普

通
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
年
は
今
ま
で
ど
お
り

菊
苗
を
鉢
植
え
に
し
て
い
て
も
、
こ
の

厳
し
い
暑
さ
に
は
勝
て
ず
、
全
体
的
に

生
育
が
悪
い
状
態
で
し
た
。
作
品
展
出

品
の
準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
で
も
、
蕾
が
大
き
い
方
で
親
指
の
爪

く
ら
い
の
大
き
さ
で
、
作
品
展
ま
で
に

少
し
成
長
し
て
も
花
び
ら
が
開
い
た
程

度
。
ま
た
、
他
の
人
で
は
、
蕾
が
小
指

の
爪
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、
菊
花
と
し

て
観
て
い
た
だ
く
に
は
到
底
問
題
に
な

ら
な
い
の
が
現
状
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
恥
ず
か
し
い

思
い
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
作
品
展
に

飾
る
こ
と
は
取
り
止
め
に
し
ま
し
た
。

�

（
世
話
役　

長
谷
川
・
宮
嶋
・
北
垣
）

会
員
だ
よ
り

平
凡
な
生
活

�

と
き
わ
路　

鹿
島　

和
廣

昭
和
44
年
に
入
社
、
45
年
間
勤
務
し
、

平
成
26
年
に
退
職
し
ま
し
た
。
水
戸
支

店
を
含
め
首
都
圏
北
営
業
本
部
、
本
社

監
査
室
、
提
販
事
業
部
の
在
勤
中
、
皆

様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

退
職
後
は
、
実
家
の
那
珂
市
に
戻
り
、

現
在
荒
地
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
家

庭
菜
園
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
天
候
不

順
等
に
よ
り
思
う
よ
う
な
収
穫
が
得
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

次
に
力
を
注
い
で
い
る
の
が
、
植
木

の
管
理
で
す
。
家
族
は
極
力
減
ら
す
よ

う
言
っ
て
い
ま
す
が
、
若
い
時
か
ら
育

て
て
き
た
た
め
簡
単
に
は
処
分
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
松
を
含
め
毎
年
１
～
２

回
は
剪
定
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

親
戚
・
友
人
・
知
人
宅
の
植
木
の
面
倒

も
見
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
長
い
間
町
内
会
の
こ
と
は

何
も
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
今
は
多

く
の
世
話
役
を
引
き
受
け
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
と
き
わ
路
倶
楽
部
は
常
磐

倶
楽
部
よ
り
独
立
し
て
７
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
当
時
の
責
任
者
の
１
人
と
し

て
当
倶
楽
部
の
発
展
の
た
め
、
よ
り
多

く
の
皆
様
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
活
動

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
客
様
紹
介
運
動

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

８
月�
敬
称
略

◆
旅
行
（
出
発
分
）◆

入
江
貞
夫	

大
塚
恭
子	

小
曽
根
利
文

尾
野
通
男	

金
政
初
美	

栗
田　

保

小
見
山
進	

鈴
木
泰
夫	

瀧
田
賢
二

中
里
幸
夫	

中
村
雄
征	

林　

守

松
村
啓
子

◆
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
◆

池
澤
清
志	

岩
瀬
正
夫	

金
子
守
雅

木
次
昌
紀	

九
郷
臣
二	

斉
藤
寛
子

塩
野
ま
す
み	

鈴
木
恵
子	

田
辺　

弘

中
島
嘉
秋	

西
山
恒
夫	

濱
野
キ
ヨ
子

牧　

健
郎	

鷲
澤
典
子

９
月�

敬
称
略

◆
旅
行
（
出
発
分
）◆

小
曽
根
利
文	

金
政
初
美	

菊
地
和
夫

木
部
八
千
代	

斉
藤
勇
夫	

曽
我
和
恵

多
々
良
正
子	

戸
倉　

高	

中
村
雄
征

濱
野
キ
ヨ
子	

矢
部
和
郎	

山
﨑
真
一

◆
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
◆

井
上
恵
司	

小
林
哲
二	

斉
藤
寛
子

中
島
嘉
秋	

西
袋
哲
也	

野
口
正
太
郎

深
谷
治
雄	

藤
田　

勝	

栁
田
満
一

行
平
武
雄	

鷲
澤
典
子

◆
お
せ
ち
の
鉄
人
◆

酒
井
政
子	

西
山
恒
夫	

深
川
三
郎

鷲
澤
典
子

新

入

会

員

を

ご

紹

介

し

ま

す

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
に
新
た
に
入
会
さ
れ
た
方

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
９
月
〉

久
喜
市�

柴
﨑　

麗
子
さ
ん

（
さ
き
た
ま
倶
楽
部
）

お

知

ら

せ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
記
事
の
個
人
情
報
保
護

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
以
下
Ｈ
Ｐ
）
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
行
事

や
ゴ
ル
フ
の
募
集
記
事
に
は
、
担
当
者

の
電
話
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

支
部
だ
よ
り
は
、
原
則
的
に
会
員
の
目

に
し
か
触
れ
ま
せ
ん
が
、
Ｈ
Ｐ
は
、
誰

で
も
閲
覧
で
き
る
こ
と
か
ら
、
個
人
情

報
管
理
の
面
で
リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
は

と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

実
態
を
確
認
し
て
み
る
と
、
各
種
の

申
し
込
み
は
、
担
当
者
を
よ
く
知
っ
て

い
る
方
は
（
電
話
番
号
も
既
に
知
っ
て

い
て
）
直
接
担
当
者
に
連
絡
し
、
そ
う

で
な
い
方
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
に
連
絡

し
て
お
り
、
Ｈ
Ｐ
に
わ
ざ
わ
ざ
担
当
者

の
電
話
番
号
を
掲
載
す
る
必
要
性
は
ご

く
低
い
こ
と
が
改
め
て
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら

も
、
今
後
は
Ｈ
Ｐ
掲
載
の
募
集
記
事
に

は
、
担
当
者
の
電
話
番
号
は
記
載
し
な

い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
Ｈ
Ｐ
に
は
支
部
だ
よ
り
（
担

当
者
電
話
番
号
の
記
載
あ
り
）
の
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
も
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ペ
ー
ジ
に
は
パ
ス
ワ
ー
ド
を
か
け

る
こ
と
と
し
ま
し
た
（
パ
ス
ワ
ー
ド
は

従
来
の
も
の
と
同
じ
／
左
記
参
照
）。

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
の
休
業

12
月
４
日
㈪
は
支
部
忘
年
懇
親
会
で

留
守
と
な
る
た
め
、
12
月
27
日
㈬
～
１

月
３
日
㈬
は
年
末
年
始
の
た
め
、
休
業

と
な
り
ま
す
。

訃

報

田
中　
　

功
さ
ん　
（
82
歳
）

�

令
和
５
年
１
月
28
日

塚
本　

裕
二
さ
ん　
（
64
歳
）

�

令
和
５
年
７
月
12
日

謹
ん
で
心
か
ら

�

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

 ◎
本
部
・
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）

�

閲
覧
コ
ー
ド

ユ
ー
ザ
ー
名
・
P
W
は
お
届
け
す
る

支
部
だ
よ
り
に
て
確
認
く
だ
さ
い
。

本
部
Ｈ
Ｐ
の
会
員
向
け
掲
示
板
、
お

よ
び
支
部
Ｈ
Ｐ
の
Ｊ
＇ｓ 

Ｍ
ａ
ｇ
ａ
ｚ

ｉ
ｎ
ｅ
や
訃
報
、
支
部
だ
よ
り
な
ど
を

閲
覧
す
る
際
に
入
力
が
必
要
で
す
。
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